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株主の皆様にはますます

ご清祥のこととお慶び申し

あげます。

さて当社第41期上半期

の営業と中間決算の概況に

つきご報告申しあげます。当

上半期のわが国経済は、企

業収益の改善に伴い雇用・

所得環境は明るさを見せる

なかで個人消費も堅調に推

移し、景気は回復基調で推移いたしました。

海運業界においては、外航海運では前年度に引き続き貨

物輸送需要が好調に推移しました。内航海運市況も輸送量、

運賃水準ともに上昇しましたが、燃料油価格の更なる高騰が

続き運航コスト増加を余儀なくされました。

このような情勢下、当社は顧客の物流の多様化ニーズに対

応しながら積極的な営業活動を展開し、輸送量の安定確保

と効率的な配船を軸にして業績の向上に努めました。
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この結果、当中間期の連結業績は、売上高は187億26百万

円となり、前年同期に比べて13.4％の増収を確保しましたが、

営業利益は14億89百万円（前年同期比35.0％の減益）、経常

利益は14億9百万円（前年同期比36.7％の減益）、中間純利

益は8億7百万円（前年同期比37.6％の減益）となりました。

中間配当につきましては、去る11月8日開催の取締役会に

おいて1株当たり5円とすることを決議いたしました。

当社といたしましては、今後とも近海部門における市況に

対応した柔軟なサービスと内航、フェリー部門における安定

した航路運営を基盤にして、安全運航の徹底と更なる運航効

率の向上を図り、各部門にわたって一層の業績向上を目指す

所存であります。

株主の皆様におかれましても今後とも変わりないご支援を

賜りますようお願い申しあげます。

2006年12月

代表取締役社長
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連結売上高 ・・・・・・・187億26百万円（前中間期比＋13.4%）
連結営業利益・・・・・・・14億89百万円（前中間期比△35.0%）
連結経常利益・・・・・・・・14億9百万円（前中間期比△36.7%）
連結中間純利益 ・・・・・・・8億7百万円（前中間期比△37.6%）

総資産 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・391億90百万円
純資産 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・142億13百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー・・・・・・・・・17億51百万円
投資活動によるキャッシュ・フロー・・・・・・・・△75億71百万円
財務活動によるキャッシュ・フロー・・・・・・・・・50億85百万円

5円

連結売上高 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・385億円
連結営業利益・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29億円
連結経常利益・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28億円
連結当期純利益・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15億円
（下期の想定円ドル為替レート 1ドル 115円）

10円予定

●売上高 ●営業利益 

●当期／中間純利益 
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近海部門 

44.0% 
 

内航部門 

37.9% 
 

フェリー部門 

17.8% 
 

その他0.3% 
 

不定期船部門では、新造24,000重量トンバルカー等競争力のある支配船腹を安定的な中期及び年間契約の貨物輸

送に充当し、全体として前年同期を上回る輸送量を確保することができました。一方、昨年度後半調整局面にあった運賃

市況は春先より徐々に回復を見せ夏以降も上昇を続けましたが、期中平均では前年同期の水準には至りませんでした。

定期船部門では、往航の香港･海峡地域向け及びタイ向け鋼材輸送量が減少し、その対策のため三国間輸送も含

めた他の雑貨を積極的に集荷するように努め、総輸送量を伸ばすことができました。復航のサバ・サラワクからの合板

輸送は、インドネシアからの輸入が同国の原木伐採規制により急激に減少するなか、マレーシアからの輸入は堅調に推

移したため、当社としては大幅な輸送量増加を達成しました。また復航のバルク貨物輸送についても積極的に取り組

み成果を上げることができました。

近海部門全体の連結売上高は82億32百万円となり、前年同期に比べて8.5％の増収となりました。

不定期船部門では、鋼材需要が造船、自動車などの製造業向けを中心

に堅調だったことから、各高炉メーカーとも前年同様フル生産体制が続き、

全国粗鋼生産量も前年比微増で推移しました。国内のセメント需要も景

気の回復基調を背景に期初の予想を若干上回る販売量となり、石灰石専

用船は安定した輸送量を確保、小型貨物船においても、運賃率の上昇と

高稼働により所期の目標を上回ることができました。

定期船部門では、荷動きは堅調に推移するなかで、紙輸送専用船は台風等

の影響も少なく安定輸送が継続されました。一般雑貨輸送においては、本年6

月及び7月に新造大型高速RORO船2隻を釧路航路に投入し、既存の生乳

輸送に加えて道東の農畜産品等の首都圏への安定輸送に貢献し、常陸那

珂－苫小牧間の一般雑貨輸送航路も引き続き高水準での荷物を確保する

ことができました。更に本年6月より北関東－北九州定期航路を新規開設し大

型RORO船2隻によるサービスを開始し積極的な輸送量拡大に努めました。

内航部門全体の連結売上高は71億6百万円となり前年同期に比べて

19.9％の増収となりました。

フェリー部門では、航路運営の安定化を図るため、昨年10月以

降燃料油価格変動調整金の導入を行ってまいりましたが、燃料油

価格は調整金の収受額を超える上昇が続いた結果、依然として厳

しい業績となりました。八戸－苫小牧航路では、畜産品、食料工業

品を積極的に取り込んだ結果、トラック輸送量は前年同期実績を

上回りました。一方、乗用車・旅客数については、大型連休、夏休み

期間中は順調であったものの、全般的には若干低調に推移し、輸

送実績は前年同期並みとなりました。東京－苫小牧航路では、苫小

牧発の紙製品、鋼材は増加しましたが、東京発の輸入農産品、食料

工業品等が減少しました。

フェリー部門全体の連結売上高は33億40百万円となり前年同

期に比べて13.5％の増収となりました。
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8,472,968

30,717,810

28,592,644

83,275

2,041,890

39,190,779

7,945,238

17,032,296

24,977,534

14,452,014

2,368,650

1,248,519

10,863,145

△28,299

△238,770

411,005

△651,078

1,302

－

14,213,244

39,190,779

8,411,270

24,443,701

22,273,690

85,589

2,084,421

32,854,971

6,782,289

12,458,374

19,240,663

13,835,151

2,368,650

1,248,519

10,246,282

△28,299

△220,843

430,084

△651,078

150

－

13,614,307

32,854,971

2006年9月30日現在 2006年3月31日現在

2006年9月30日現在 2006年3月31日現在

18,726,460

15,584,263

3,142,197

1,652,216

1,489,980

65,902

146,878

1,409,005

1,409,005

601,382

－

807,623

1,751,824

△7,571,985

5,085,310

△714,758

1,589,402

16,506,847

12,606,605

3,900,241

1,609,121

2,291,120

75,158

140,443

2,225,835

2,225,835

932,082

－

1,293,752

1,726,736

△1,258,233

△942,461

△456,577

3,007,388

2006年9月30日現在 2006年3月31日現在

自　2006年4月 1日
至 2006年9月30日

自　2005年4月 1日
至 2005年9月30日

自　2006年4月 1日
至 2006年9月30日

自　2005年4月 1日
至 2005年9月30日

※1 純資産の部について、当中間連結会計期間から、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」を適用しておりますが、
比較を容易にするため、前期末残高は同基準に組替えて表示しております。

※2 記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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7,494,778

23,819,735

18,056,267

82,678

5,680,789

31,314,513

6,464,939

10,653,715

17,118,655

14,435,931

2,368,650

1,248,519

10,847,061

△28,299

△240,072

411,005

△651,078

14,195,858

31,314,513

7,363,163

19,336,028

13,796,411

84,992

5,454,624

26,699,191

5,806,212

7,237,095

13,043,307

13,876,877

2,368,650

1,248,519

10,288,008

△28,299

△220,993

430,084

△651,078

13,655,883

26,699,191

2006年9月30日現在 2006年3月31日現在

2006年9月30日現在 2006年3月31日現在

2006年9月30日現在 2006年3月31日現在

18,424,899

15,494,379

2,930,519

1,546,930

1,383,589

57,157

89,358

1,351,388

48,575

1,302,813

553,000

749,813

16,654,751

12,931,925

3,722,826

1,517,972

2,204,853

73,391

98,204

2,180,040

－

2,180,040

922,000

1,258,040

自　2006年4月 1日
至 2006年9月30日

自　2005年4月 1日
至 2005年9月30日

※1 純資産の部について、当中間会計期間から、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」及び、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」を適用
しておりますが、比較を容易にするため、前期末残高は同基準に組替えて表示しております。

※2 記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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内航定期船の最新鋭大型高速RORO船として、日立─釧路間
のデイリー航海で、生乳・生鮮食品・青果物・冷凍食品・畜産
物・紙製品・木材製品などを輸送しています。

近海定期船として日本から香港、シンガポール、ポートケラン
やバンコク向けに鋼材を輸出し、マレーシアから日本へ木材製
品（合板）を輸送しています。

当社最大船型24,000重量トンの新鋭船です。日本とベトナム、
ロシア、中国、フィリピンを結ぶ近海不定期船として就航し、主
に石炭や鉄鋼副原料を輸送しています。
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8月30日（水）、八戸市立白鴎小学校4年生による当社旅客船の

勉強会が行われました。同校は3年連続でフェリーに関する総合学

習を実施しており、今回参加した生徒の皆さんは八戸港を出航す

る「シルバークィーン」を見学、その後八戸フェリーターミナル会議

室でフェリーに関する質疑応答、「フェリーはちのへ」では、下船作

業や客室の見学、船橋より双眼鏡を使って八戸港を見るなど充実

した勉強会となりました。

7月11日（火）・東京証券会館ホール（東京）、7月14日（金）・オー

バルホール（大阪）にて証券教育広報センター主催による個人投

資家向けIRセミナーを開催いたしました。

荒木社長により「当社の経営の概況と事業展開」というテーマ

で講演が行われ、東京会場は371名、大阪会場は466名の多数の

個人投資家の皆様にご参加いただき、講演後に回収したアンケー

トからも当社への関心の高さがうかがわれました。今後も積極的

なIR活動を展開していく予定です。
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本年12月1日（金）より、当社は現在運航している「シルバークィー

ン」「フェリーはちのへ」の2隻に加えて、リベラ株式会社が同航路

で運航中の「べにりあ」「べが」の2隻を定期用船し、1日4便運航へ

とサービスを倍増することにいたしました。

0120-539-468（ゴーサンキューシルバー）
●札　幌／011-241-8268 ●苫小牧／0144-34-1181
●八　戸／0178-28-2018 ●東　京／03-3502-4838

http://www.silverferry.jp/

8:45 15:45 シルバークィーン

13:00 22:00 フェリーはちのへ

17:30 1:30 べにりあ

22:00 6:30 べが

5:00 13:30 べにりあ

9:30 18:00 べが

21:15 4:15 シルバークィーン

24:00 9:30 フェリーはちのへ
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出典：『船と海のQ＆A』 成山堂書店
『日本船主協会ホームページ』
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（2006年9月30日現在）

株主名
当社への出資状況

持株数（千株）議決権比率(%)

（2006年9月30日現在）

（2006年9月30日現在）
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その他の法人 
45名 

16,427千株 
55.65%

個人・その他 
1,950名 
7,497千株 
25.39%

外国法人等 
16名 

582千株 
1.97%

証券会社 
16名 
242千株 
0.82%

金融機関 
11名 

4,773千株 
16.17%

（2006年9月30日現在）



上記のほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。

当社ホームページでは、プレスリリースや経営計画、決算

情報等を掲載しております。ぜひご活用ください。

川崎近海汽船はチーム・マイナス６％に
参加しています。


